
オ 基幹定点

基幹定点対象感染症は８感染症あり，そのうち報告のあったのは３感染症（無菌性髄膜炎，マイコプ

ラズマ肺炎，薬剤耐性緑膿菌感染症）で，年間総報告数は７例（無菌性髄膜炎１例，マイコプラズマ肺

炎５例，薬剤耐性緑膿菌感染症１例）であった。 

(６) 法第 14 条第１項に規定する厚生労働省で定める疑似症の概況

報告はなかった。
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